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第377号� 2022.７.15

７月の主な活動
	16日	 中越地協意見交換会
	18日	 	食と環境ネットワーク

体験学習会
	22日	 	第17回構成組織書記

長・事務局長会議
	23日	 第26回ユースラリー
	26日	 第9回四役会議
	29日	 第9回執行委員会

第70回地方委員会

顏の見える地域運動を
発展させ新たな組織拡大に
� 繋げよう！

　

６
月
30
日
、
新
潟
市
・
新
潟

東
映
ホ
テ
ル
で
第
70
回
地
方
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
69

回
地
方
委
員
会
が
新
型
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
書
面

決
議
に
な
っ
た
た
め
、
８
ヵ
月

振
り
に
全
構
成
組
織
を
対
象
と

し
た
機
関
会
議
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

牧
野
会
長
あ
い
さ
つ

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災

害
を
は
じ
め
、
生
活
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
続
け
る
新
型
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
、
そ
し
て
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
社
会
的
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
脆
弱
性
や
深
刻

化
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
格
差
が
、

今
な
お
社
会
に
大
き
な
痛
み
を

与
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事

侵
攻
が
世
界
経
済
に
深
刻
な
影

響
を
与
え
、
資
源
高
や
供
給
制

約
、
円
安
な
ど
の
影
響
に
よ
る

物
価
上
昇
が
、
日
常
生
活
の
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
連
合
新
潟
は
引
き
続
き
、

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
」
の
実
現
に
む
け
て
、
す

べ
て
の
働
く
者
の
先
頭
に
立
ち

取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
く
。

（
春
季
生
活
闘
争
）

　

春
季
生
活
闘
争
に
関
し
て
は
、

加
盟
組
合
の
粘
り
強
い
交
渉
で

賃
金
引
き
上
げ
を
は
か
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
急
激
な
物
価
上

昇
に
賃
上
げ
が
追
い
つ
い
て
い

る
と
は
い
え
ず
、
今
後
も
中
期

的
に
賃
金
を
上
げ
て
い
く
こ
と

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。「
格
差
是

正
」
と
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

の
実
現
、「
長
時
間
労
働
の
是

正
」、「
育
児
や
介
護
と
仕
事
の

両
立
に
む
け
た
環
境
整
備
」、

「
職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
」、

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場

づ
く
り
」
な
ど
、
春
季
生
活
闘

争
時
期
に
関
わ
ら
ず
、
通
年
で

の
運
動
が
必
要
で
、
政
策
・
制

度
実
現
の
取
り
組
み
と
合
わ
せ

て
、
連
合
新
潟
と
し
て
強
力
に

支
援
し
て
い
く
。

（
第
26
回
参
議
院
選
挙
）

　
「
第
26
回
参
議
院
選
挙
」
に

つ
い
て
は
、
岸
田
内
閣
の
不
作

為
を
挙
げ
、
国
民
を
蔑
ろ
に
し

な
い
国
民
目
線
の
政
治
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
政
治
を
先
頭

に
立
っ
て
執
り
行
っ
て
も
ら
う

た
め
、
真
に
働
く
者
・
生
活
者

の
立
場
に
た
つ
新
潟
県
選
挙
区

「
森
ゆ
う
こ
」
と
比
例
区
９
人

の
組
織
内
候
補
の
勝
利
に
む
け
、

さ
ら
な
る
行
動
を
組
合
員
一
人

ひ
と
り
ま
で
お
願
い
し
た
い
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案

２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争

中
間
ま
と
め

　

２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争
中

間
ま
と
め
に
関
す
る
件
で
は
、

月
例
賃
金
の
定
昇
込
み
賃
上
げ

の
加
重
平
均
で
、
全
体
と
中
小

組
合
と
の
間
に
金
額
・
率
と
も

差
が
出
て
い
て
、
今
後
の
取
り

組
み
の
大
き
な
課
題
と
な
る
が
、

す
べ
て
の
企
業
規
模
で
金
額
・

率
と
も
昨
年
同
時
期
を
上
回
っ

て
お
り
、
賃
上
げ
水
準
は
維
持

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
小
組

合
の
賃
上
げ
分
（
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
）
は
昨
年
同
様
、
大
手
を
上

回
る
金
額
で
あ
る
こ
と
は
、
規

模
間
格
差
税
制
や
賃
金
水
準
追

求
の
取
り
組
み
が
す
す
ん
で
い

る
も
の
と
い
え
、
い
ま
だ
交
渉

中
の
組
合
へ
の
支
援
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
夏
の
人
事
院
勧

告
と
秋
の
確
定
闘
争
に
む
け
て

官
公
労
と
の
連
携
も
は
か
っ
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
予
定
さ
れ
て
い
た

報
告
・
審
議
事
項
と
も
す
べ
て

の
議
案
は
承
認
さ
れ
、
最
後
に

牧
野
会
長
が
力
強
い
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
地
方
委
員
会
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
地
方
委
員
会
後
、
連

合
・
清
水
事
務
局
長
を
迎
え
、

第
26
回
参
議
院
選
挙
必
勝
総
決

起
集
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

連
合
新
潟
30
周
年
記
念
事
業

第
31
回
女
性
集
会
を
開
催

平
和
へ
の
思
い
を

　
　
　
　
さ
ら
に
強
く

平
和
行
動 

in 

沖
縄

　

６
月
19
日
、
新
潟
東
映
ホ
テ

ル
で
「
第
31
回
女
性
集
会
」
を

開
催
し
、
49
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
本
集
会
は
延
期
と
な
っ
て

い
た
連
合
新
潟
30
周
年
記
念
事

業
の
女
性
委
員
会
企
画
事
業
で

　

６
月
23
日
、
恒
久
平
和
を
希

求
し
、
戦
没
者
の
霊
を
慰
め
る

「
慰
霊
の
日
」
と
定
め
ら
れ
た

こ
の
日
に
、「
連
合
２
０
２
２

平
和
オ
キ
ナ
ワ
集
会
」
が
那
覇

文
化
芸
術
劇
場
な
は
ー
と
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
連
合
新
潟
か

ら
は
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
の
第
１
部
で
は
、
法
政

大
学
教
授
・
明
田
川
融
氏
か
ら

日
米
地
位
協
定
の
歴
史
的
経
緯

や
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
の
基

調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
第
２

部
の
平
和
式
典
で
は
、
芳
野
連

合
会
長
、
東
盛
連
合
沖
縄
会
長
、

玉
城
沖
縄
県
知
事
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、
地
上

戦
で
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
た
こ

と
、
米
軍
基
地
・
施
設
の
70
％

が
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の

た
め
に
事
件
や
事
故
が
後
を
絶

た
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
沖
縄

に
は
「
命
ど
ぅ
宝
」
の
強
い
思

い
と
、
基
地
が
あ
る
が
故
の
苦

悩
が
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。
施

も
あ
り
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
株
式
会
社
感
性

リ
サ
ー
チ
代
表
取
締
役
社
長
の

黒
川
伊
保
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、

「
感
性
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

～
男
女
脳
差
理
解
に
よ
る
組
織

力
ア
ッ
プ
～
」
と
題
し
た
内
容

で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
脳
の
働
き
方
に

は
、
性
差
が
あ
り
、
と
っ
さ
の

脳
の
使
い
方
に
違
い
が
あ
る
こ

と
や
、
対
話
を
行
う
際
も
「
問

題
解
決
型
」
と
「
共
感
型
」
の

２
種
類
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
、

立
場
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
く

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「
共
感
型
対
話
の
コ
ツ
」「
問

題
解
決
型
対
話
の
コ
ツ
」
や
、

な
ぜ
今
、
女
性
活
躍
推
進
な
の

か
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
日
常
の
中

で
、
そ
う
い
え
ば
・
・
と
感
じ

る
時
が
あ
り
、
脳
の
使
い
方
の

違
い
だ
と
知
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
」「
職
場
な
ど
で
実

践
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
会
で
は
集
会
な
ど

2022年 連合地協「平和運動」一覧
地協名 日　　　時 イベント名 実施場所

下越地協 ８月10日㈬
　13：30～ しばた平和のつどい 新発田市生涯学習

センター

新潟地協 ８月10日㈬
　13：30～

新潟の戦争の記憶を
たどるツアー

歴史博物館みなと
ぴあ　ほか

佐渡地協
８月９日㈫
　18：15～
� 19：45

佐渡ピースキャンド
ルプロジェクト

・�佐渡島開発総合
センター

・佐渡汽船
　両津港岸壁

県央地協 ８月27日㈯
　PM 調整中

中越地協

７月31日㈰　
　17：00～
� 18：30

第28回平和の森コン
サート 平和の森公園

８月１日㈪　
　８：00～
� ８：30

平和祈願祭 平和の森公園

８月１日㈪　
　９：00～
� ９：40

平和祈念式典 アオーレ長岡
� ・アリーナ

８月１日㈪　
　10：30～
� 11：30

第15回ながおか平和
フォーラム

アオーレ長岡
� ・アリーナ

小千谷・南魚沼・北魚沼・十日町支部は調整中

柏崎地協 中　止

上越地協
10月５日㈬
または６日㈭
　18：30～
� 20：00

日本の隣国�ロシア
とは
北方領土問題・ウク
ライナ侵攻知る

上越市内
公共施設会議室

を
通
し
、
女
性
も
男
性
も
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

政
権
返
還
50
年
を
迎
え
た
現
在

も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
解
決
さ

れ
て
お
ら
ず
、
沖
縄
の
問
題
は

沖
縄
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
と

改
め
て
知
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

２
日
目
は
、
ピ
ー
ス
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
糸
数
ア
ブ
チ
ラ

ガ
マ
、
魂
魄
之
塔
、
平
和
記
念

公
園
、
ひ
め
さ
ゆ
り
の
塔
や
、

南
部
戦
跡
を
巡
り
ま
し
た
。
平

和
公
園
内
に
あ
る
平
和
の
礎
に

は
、
今
年
新
た
に
55
人
の
方
の

名
前
が
追
加
刻
名
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
未
だ
見
つ
か
っ
て
い

な
い
方
も
多
く
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
平
和
行
動
を
通
じ
て

沖
縄
の
実
相
を
知
り
、
平
和
へ

の
思
い
を
さ
ら
に
強
く
す
る
２

日
間
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
平

和
行
動
は
沖
縄
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
今
後
、
広
島
→
長
崎
→
根

室
へ
と
ピ
ー
ス
リ
レ
ー
を
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。



新潟推進本部（新潟県総合⽣活協同組合）
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４
月
か
ら
、
娘
が

中
学
生
に
な
り
小
学

校
の
時
は
学
校
ま
で

片
道
徒
歩
10
分
位
の

距
離
だ
っ
た
が
今
は

通
学
時
間
35
分
。

　

部
活
終
了
後
、
重

い
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負

い
、
毎
日
「
疲
れ
た
～
」
と
言
い

な
が
ら
帰
っ
て
く
る
。

　
「
ラ
ン
ド
セ
ル
症
候
群
」
と
言

わ
れ
、
小
学
生
が
体
の
不
調
を
訴

え
る
と
聞
く
が
、
中
学
生
に
な
り

ラ
ン
ド
セ
ル
で
は
な
く
な
っ
て
も
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
水
筒
な
ど
、
重
い

荷
物
は
変
わ
ら
な
い
。
自
分
だ
っ

た
ら
肩
が
凝
り
、
腰
が
痛
い
と
嘆

く
だ
ろ
う
。

　

今
年
の
梅
雨
明
け
は
早
く
猛
暑

が
続
い
て
い
る
。
無
事
、
夏
を
乗

り
越
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。�（
玉
）

６月ホームページアンケート結果発表
質問：６月のHPアンケートは、「勤め先のパワハラ相談窓
口を知ってますか？」でした。
　結果は、５人に４人が相談窓口を知っているとのことで
した。今年４月から、中小企業でも職場のパワハラ防止対
策が義務化されました。会社がパワハラ相談窓口を設置し
周知することもその１つです。
　法律ができた背景や目的なども意識し、ハラスメントの
「しない、させない、許さない」をすすめていきましょう。
　さて、７月の連合新潟HPアンケートは、「地域のお祭り」
についてです。連合新潟ホームページでぜひ投票ください。

飲
食
店
の
お
客
様
が
払
っ
た
チ
ッ
プ
は
、

�

労
基
法
上
の
賃
金
と
い
え
る
？

新
潟
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
へ

雇
用
に
お
け
る
男
女
平
等
に
関
す
る

要
請
を
実
施

勇気をもって
踏み出そう！

～今までの“当たり前”を
アップデート～

女
ひと

と男
ひと

フェスティバル

今
年
も
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
を
実
施

　

６
月
12
日
、「
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
検
定
２
０
２
２
・
春
」
が
実

施
さ
れ
、
初
級
は
全
国
24
か
所

で
１
，０
９
１
人
、
新
潟
会
場

で
は
47
人
が
受
検
し
、
中
級
は

全
国
８
か
所
で
３
５
３
人
、
新

潟
会
場
で
は
20
人
が
受
験
し
ま

し
た
。

　
「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
」
と
は
、

働
く
と
き
に
必
要
な
法
律
や
決

　

連
合
で
は
、
６
月
を
男
女
平

等
月
間
と
し
、
男
女
平
等
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

で
毎
年
、
新
潟
労
働
局
雇
用
環

境
・
均
等
室
へ
雇
用
に
お
け
る

男
女
平
等
に
関
す
る
要
請
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
６
月

14
日
に
男
女
平
等
委
員
会
、
女

性
委
員
会
併
せ
て
９
人
で
要
請

を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
推
進
委
員
会
・
松
長
委
員
長

よ
り
要
請
書
を
村
井
管
理
官
へ

手
交
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
要

請
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、
労

働
局
よ
り
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
年
の
要
請
内
容
は
「
雇
用

創
出
と
人
道
支
援
」「
失
業
等

女
性
の
雇
用
に
関
す
る
問
題
の

適
切
な
把
握
と
可
視
化
」「
仕

事
と
育
児
・
介
護
、
不
妊
治
療

等
が
両
立
で
き
る
就
業
環
境
の

整
備
」「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
、

女
性
活
躍
推
進
」
の
４
分
野
14

項
目
で
す
。

　

ま
た
、
要
請
項
目
に
対
す
る

ま
り
の
こ
と
で
す
が
、
企
業
間

競
争
の
激
化
や
労
働
法
の
規
制

緩
和
、
働
き
方
の
多
様
化
な
ど

が
進
行
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
労
働
者
に
も
使
用
者
に

も
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
知
識
が
乏

し
い
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
が
起
こ
り
が
ち
で
、
連
合

へ
の
労
働
相
談
件
数
は
減
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

リ
ス
ト
ラ
や
労
働
条
件
の
引

き
下
げ
か
ら
自
分
や
仲
間
を
守

る
た
め
に
、
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の

基
礎
知
識
を
持
つ
こ
と
は
重
要

で
、
企
業
に
と
っ
て
も
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
守
り
、
働
き

や
す
い
職
場
環
境
を
つ
く
る
た

め
に
は
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
知
識

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
知

識
の
獲
得
を
応
援
・
支
援
す
る

の
が
、
こ
の
「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル

検
定
」
で
す
。
初
級
検
定
は
年

１
回
新
潟
県
で
の
受
験
が
可
能

で
す
の
で
、
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
を
つ
く
る
た
め

　

６
月
26
日
、
新
潟
県
女
性
財

団
主
催
の
「
女ひ
と

と
男ひ

と
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
２
０
２
２
」
が
新
潟
ユ

ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
連
合
新
潟
女
性
委
員
会

で
も
毎
年
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
16
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
女

性
委
員
会
役
員
に
よ
る
寸
劇
で

「
職
場
に
潜
む
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
バ
イ
ア
ス
」「
日
常
に
潜
む

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
」

の
２
つ
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
、

各
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
も

ら
い
、
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
で

活
発
に
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
日
常
の
会
話
で
も
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
と
思
わ

れ
る
言
動
が
あ
っ
た
り
、
自
分

自
身
も
し
て
い
た
」「
研
修
な

ど
で
は
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ

ア
ス
に
気
付
け
る
が
、
日
々
の

生
活
で
は
な
か
な
か
気
付
く
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
」
な

ど
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

女
性
委
員
会
で
は
引
き
続
き
、

連合新潟　2022春季生活闘争 第７回集計結果（６月22日公表）

☆回答・妥結報告があった組合223組合（57,173名）。
☆集計可能な平均方式組合の結果は以下の通りです。
☆「2022額・率」と「2021額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

定昇込み平均賃上げ方式【回答・妥結集計】

集計組合
2022 2021	同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率

計 118 32,992 5,428 2.08 4,361 1.79 4,846 1.86 3,878 1.58 582 0.21 482 0.21 

【一時金：回答・妥結集計】
　回答・妥結報告があった組合は、年間78組合（31,811名）、夏季のみ36組合
（6,171名）。額・月数とも集計可能な組合の結果は以下の通りです。

１．年間回答妥結集計結果

集計組合
2022 2021同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額

額 集 計 45 17,783 1,123,779 1,148,981 1,078,934 1,097,271 44,845 51,710 

月数集計 58 26,377 4.23 4.15 4.10 3.94 0.14 0.21 

２．夏季のみ回答妥結集計結果　※夏季のみ回妥，年間回妥含む

集計組合
2022 2021同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額

額 集 計 55 12,178 554,059 497,655 532,335 478,954 21,724 18,701 

月数集計 75 20,603 2.07 1.94 2.00 1.84 0.07 0.10 

に
も
、
学
習
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
タ
イ
ト
ル
問
題
の
解
答
…
チ
ッ
プ

は
、
使
用
者
が
労
働
者
に
支
払
っ
た

も
の
で
は
な
い
の
で
、
賃
金
の
定
義

に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

男
女
平
等
や
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス

バ
イ
ア
ス
な
ど
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
活
動
を
行
う
と
と
も

に
女
性
組
合
員
の
交
流
を
は
か

っ
て
い
き
ま
す
。

回
答
後
に
は
、
意
見
交
換
を
行

い
委
員
の
方
々
か
ら
は
「
男
女

間
賃
金
格
差
に
つ
い
て
、
経
営

者
が
課
題
だ
と
気
付
い
て
い
な

い
こ
と
が
あ
る
こ
と
」「
男
性

の
育
休
に
対
し
て
の
上
司
の
理

解
が
浸
透
し
て
い
な
い
」
な
ど

現
場
の
実
態
を
労
働
局
へ
訴
え

ま
し
た
。

　

連
合
は
男
女
平
等
に
関
す
る

課
題
だ
け
で
な
く
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
に
む
け
取
り
組
み
を
す
す

め
て
い
き
ま
す
。

第26回参議員選挙

猛暑の中、 各種行動
に感謝申し上げます

新潟選挙区

森 ゆうこ448,651票で涙をのむ。
　連合推薦の森ゆうこ氏は、これまでにない厳しい
闘いの中、善戦むなしく自民党候補に68,930票差で、
勝ち抜くことができませんでした。県内投票率は、
55.32％で先回を0.01ポイント上回りました。
　皆様からのご支援に感謝申し上げます。ありがと
うございました。

比例代表�
　組織内候補８人が当選！ 
立憲民主党　得票�6,771,913票　得票率�12.77％
　　　　　　獲得議席�7議席
� 当��鬼木　　誠�（自治労）� 171,619票
� 当��古賀　千景（日教組）� 144,344票
� 当��柴　　慎一（ＪＰ労組）� 127,382票
� 当��村田　享子（基幹労連）� 125,340票
� 当��石橋　通宏（情報労連）� 111,703票

国民民主党　得票�3,159,657票　得票率�5.96％
　　　　　　獲得議席�3議席
� 当��竹詰　　仁�（電力総連）� 238,956票
� 当��濱口　　誠�（自動車総連）� 234,744票
� 当��川合　孝典（ＵＡゼンセン）� 211,783票

立憲民主党は、改選８議席を７議席（▲１議席）へ
減らしましたが、国民民主党は改選３議席を維持し
ました。

各組織のご奮闘に心より御礼申し上げます


